
元気な街づくり応援します



「⾦融仲介機能のベンチマーク」に関する開⽰について
当金庫は、『①お客さまの発展と幸せのために②愛する郷土発展のために③「きたしん」の発

展と職員の幸せのために、これらを実現させるために、心を込めて頑張る』を経営理念とし、中
小企業支援に向けて金融仲介機能を発揮していくことにより、地域とともに成長することを目指
しております。また、平成３０年４月よりスタートした中期経営計画においても「経営基盤（信
用力）の構築と活用」、「営業基盤（支援力・提案力）の構築と活用」等を基本方針とし、お客
様に寄り添い、事業性評価や経営課題に対する最適なソリューションの提供など、金融仲介機能
の発揮に向けた取組みを行っております。

当金庫の金融仲介機能の発揮状況として、令和３年度における「金融仲介機能のベンチマー
ク」に関する開示を行うとともに、今後も経営理念・中期経営計画の実現に向けて「金融仲介機
能のベンチマーク」を活用し、お客さまのニーズや経営課題の解決に繋がる本業支援・融資など
に積極的に取組み、地域経済の活性化に努めてまいります。

「金融仲介機能のベンチマーク」とは
平成28年9月、金融庁は金融機関における金融仲介機能の発揮状況を客観的に
評価できる多様な指標として、「金融仲介機能のベンチマーク」を策定、公表しました。

「共通ベンチマーク」 全ての金融機関が金融仲介機能の取組みの進捗状況や課題などを客観的に評価するための指標

「選択ベンチマーク」 各金融機関が自身の事業戦略やビジネスモデル等を踏まえて選択できる指標

※当金庫は、「共通ベンチマーク」5項目、「選択ベンチマーク」から16項目、計21項目を開示しております。



(単位：社、億円） 4/3 3/3 2/3

メイン先数 358 342 279

メイン先の融資残高 371 375 322

経営指標等が改善した先数 230 238 198

（単位：億円） 4/3 3/3 2/3

経営指標等が改善した先に係る３年間
の事業年度末の融資残高の推移

257 271 261

（単位：社）条変総数 好調先 順調先 不調先

中小企業の条件変更先に係る経営改善
計画の進捗状況

300
272
254

44
35
31

181
175
199

75
62
24

金融機関が関与した創業件数
（単位：件）

19
21
28

金融機関が関与した第二創業件数
（単位：件）

0
1
1

（単位：社、億円） 創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期

ライフステージ別の与信先数
467
441
343

31
24
46

29
35
26

230
206
145

14
28
5

163
148
121

ライフステージ別の与信先に係る事業年
度末の融資残高

507
485
407

32
17
39

36
38
47

271
235
198

11
47
12

157
148
111

（単位：社、億円、％） 先数 融資残高

事業性評価に基づく融資を行っている与
信先数及び融資残高

20
27
37

22
29
21

上記計数の全与信先数及び当該与信先
の融資残高に占める割合

1.11%
1.50%
2.34%

3.41%
4.56%
3.93%

(３)
担保・保証依存の融資
姿勢からの転換

5

金融機関が事業性評価に基づく融資を
行っている与信先数及び融資額、及
び、全与信先数及び融資額に占める割
合（先数単体ベース）

○事業性評価に基づく融資を行った先数と融資残高で判定しています。

ライフステージ別の与信先数（先数単体
ベース）、及び、融資額

全与信先
○売上高の推移で判定しています。
（１）創業期 ⇒ 創業、第二創業から4年まで
（２）成長期 ⇒ 売上高平均で直近2期が過去4期の120％超
（３）安定期 ⇒ 売上高平均で直近2期が過去4期の80％～120％
（４）低迷期 ⇒ 売上高平均で直近2期が過去4期の80％未満
（５）再生期 ⇒ 貸付条件の変更先

(２)
取引先企業の抜本的事
業再生等による生産性
の向上 2

4

１．共通ベンチマーク

金融仲介機能 ベンチマーク ベンチマーク（指標）の説明 提出指標等（計数を入力）

(１)
取引先企業の経営改善
や成長力の強化

金融機関が貸付条件の変更を行ってい
る中小企業の経営改善計画の進捗状
況

○売上高の推移で判定しています。
（１）好調（120％超）
（２）順調（80～120％）
（３）不調（80％未満）

3
金融機関が関与した創業、第二創業の
件数

○当金庫が関与した創業件数
（１）創業計画の策定支援
（２）創業期の取引先への融資
（３）政府系金融機関や創業支援機関の紹介
（４）ベンチャー企業への助成金・融資・投資

○当金庫が関与した第二創業件数
（１）既に事業を営んでいる企業の後継者等が新規事業を開始すること
（２）既存の事業を譲渡（承継）した経営者等が新規事業を開始すること
（３）抜本的な事業再生によって企業が業種を変えて再建すること

定義（公表用の定義）

1

金融機関がメインバンク（融資残高１位）
として取引を行っている企業のうち、経
営指標（売上・営業利益率・労働生産性
等）の改善や就業者数の増加が見られ
た先数（先数はグループベース。以下断
りがなければ同じ）、及び、同先に対す
る融資額の推移

○メイン先数は、融資残高30,000千円以上の法人及び個人事業主の中から、
当金庫の融資残高が最も多い先としています。

○経営指標等が改善した先数は、前年度と比較して①売上高、②営業利益、
③キャッシュフローの内、1つでも改善した先としています。



（単位：社）

全取引先数

地域別の取引先数の推移

地域別の企業数の推移

（単位：社、％）

メイン取引（融資残高１位）先数の推移

全取引先数に占める割合

事業性評価の結果やローカルベンチマークを示し
て対話を行っている取引先数 （単位：社）

事業性評価の結果やローカルベンチマークを示し
て対話を行っている取引先のうち、労働生産性の向
上に資する対話を行っている取引先数 （単位：社）

（単位：億円、％）

中小企業向け融資のうち、信用保証協会保証付き
融資額の割合及び100％保証付き融資額の割合

（単位：社、％）

経営者保証に関するガイドラインの活用先数、及
び、全与信先数に占める割合

（単位：社、％）

本業支援先数及び全取引先数に占める割合

○ 13
本業支援先のうち、経営改善が見
られた先数

本業支援先のうち、経営改善がみられた先数（単
位;社）

○経営改善が見られた先数は、前年度と比較して①売上高、②営業
利益、③キャッシュフローの内、1つでも改善した先としています。

（単位:社）

創業支援先数（支援内容別）
①創業計画の策定支援
②創業期の取引先への融資（プロパーと信用保証
付きの区別）
③政府系金融機関や創業支援機関の紹介
④ベンチャー企業への助成金・融資・投資

（単位:社）

販路開拓支援を行った先数（地元・地元外・海外
別）

○対話を行っている取引先数は、ローカルベンチマークの作成先または、技術
評価等取引先の事業に関する様々な評価を実施した先としています。

9
0
8

13
22
10

0
0
0

○販路開拓支援先は、以下の項目に参加した先としています。
（１）ビジネスマッチングへの参加
（２）商談会やビジネスマッチングフェアへの参加
（３）個別の紹介（マッチング情報への掲示、情報誌への掲載等）
※地元は営業エリア内であり、地元外は営業エリア外の販路開拓支援として
います。

○ 18
販路開拓支援を行った先数（地
元・地元外・海外別）

○創業支援先数は、以下の項目を実施した先としています。
（１）創業計画の策定支援
（２）創業期の取引先への融資（プロパーと信用保証付きの区別）
（３）政府系金融機関や創業支援機関の紹介
（４）ベンチャー企業への助成金・融資・投資

○本業支援先数は、以下の実施先としています。
（１）経営相談（きたしんビジネスサポート）の実施先
（２）ビジネスマッチングフェアブース出展企業先
（３）城南信用金庫商談会参加先
（４）経営相談会等参加企業先

支援③ 支援④

○ 5

事業性評価の結果やローカルベン
チマークを提示して対話を行って
いる取引先数、及び、左記のうち、
労働生産性向上のための対話を
行っている取引先数

地元 地元外 海外

1,797
1,800
1,578

250
553
261

○ 10

中小企業向け融資のうち、信用保
証協会保証付き融資額の割合、
及び、100％保証付き融資額の割
合

○ 11
経営者保証に関するガイドライン
の活用先数、及び、全与信先数に
占める割合

66
97
69

5
3
6

12
17
23

7
5
6

644
635
533

230
234
112

1,797
1,800
1,578

171
201
167

中小向け融資残高①

148
148
19

○ 12
本業（企業価値の向上）支援先
数、及び、全取引先数に占める割
合

全取引先数① 本業支援先数② ②／①

支援① 支援②（プロパー）

○ 16 創業支援先数（支援内容別）

(３)
本業（企業価値の
向上）支援・企業の
ライフステージに応
じたソリューション
の提供

2
1
2

13.91%
30.72%
16.53%

9.51%
11.16%
10.58%

22.98%
23.30%
3.56%

○信用保証協会保証付き融資額は、群馬県信用保証協会の信用保証制度を
利用した融資額としています。また、100％保証付き融資額は、信用保証協会
保証付きで責任共有制度対象ではない融資としています。

③／①

35.71%
36.85%
21.01%

全与信先数①

保証協会付融資残高② 100％保証付融資残高③ ②／①

○経営者保証に関するガイドラインの活用先数は、同ガイドラインに基づき保証
人を徴求せず与信を行った先数としています。

②／①

(１）
地域へのコミットメ
ント・地域企業との
リレーション

358 342 279

46,566

36

(２）
事業性評価に基づ
く融資等、担保・保
証に過度に依存し
ない融資

1,797 1,800 1,578

○営業エリアは、群馬県内であり「地元」「地元外」には分類していません。
地域別の企業数は、その時点における直近の「経済センサス－活動調査」
から前橋市、高崎市、沼田市、渋川市、榛東村、吉岡町、中之条町、嬬恋村、
長野原町、草津町、高山村、東吾妻町、片品村、川場村、昭和村、
みなかみ町の事業所数の合計としています。

1,797 1,800 1,578

46,566

２．選択ベンチマーク（１6項目）

金融仲介機能
選択の
有無

ベンチマーク ベンチマーク（指標）の説明 提出指標等（イメージ） 定 義（公表用の定義）

63 96

25 31 52

19.92% 19.00%

○メイン取引先数は、融資残高30,000千円以上の法人及び個人事業主の中
から、当金庫の融資残高が最も多い先としています。

4/3 3/3 2/3

17.68%

4/3

46,566

群馬県

支援②（信用保証付）

0
0
0

○ 1

全取引先数と地域の取引先数の
推移、及び、地域の企業数との比
較（先数単体ベース）

3/3 2/3

○ 2
メイン取引（融資残高１位）先数の
推移、及び、全取引先数に占める
割合（先数単体ベース）

ガイドライン活用先数②



２．選択ベンチマーク（１6項目）

金融仲介機能
選択の
有無

ベンチマーク ベンチマーク（指標）の説明 提出指標等（イメージ） 定 義（公表用の定義）

（単位:億円、％）

運転資金に占める短期融資の割合

（単位：回、人）

取引先の本業支援に関連する研修等の実施回数、
同研修等への参加者数、及び同趣旨の取組みに
資する資格取得者数

○ 40
外部専門家を活用して本業支援を
行った取引先数

外部専門家を活用して本業支援を行った取引先数
（単位：社）

○外部専門家（中小企業再生支援協議会・産業支援機構よろず支援拠点・ミラ
サポ等）を活用して本業支援を行った取引先としています。

（単位：社）

REVIC、中小企業再生支援協議会の利用先数

（単位：社）

取引先の本業支援に関連する中小企業支援策の
活用を支援した先数

○ 46
事業計画に記載されている取引先
の本業支援に関連する施策の内
容

事業計画に記載されている取引先の本業支援に関
連する施策の内容

○各事業年度事業計画の施策としています。

.

(13）
事業戦略における
位置づけ

（主な内容）新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者への資金繰り支援及び伴走型の本業
支援、外部機関との連携支援、各種補助金申請支援、ビジネスマッチング、事業再生等の支援
（定義元データ）令和3年度推進施策 （元データ）令和3年度事業計画
（本部各部の施策、基本方針）地域密着型金融推進計画

○よろず支援拠点・認定支援機関の経営改善支援及び各種補助金・知的資産
経営報告書の策定支援先数としています。

(11)
他の金融機関及び
中小企業支援施策
との連携

○ 42
REVIC、中小企業再生支援協議会
の利用先数

○ 43
取引先の本業支援に関連する中
小企業支援策の活用を支援した
先数

支援先数

中小企業再生支援協議会

○REVIC、中小企業再生支援協議会の活用を行った先数としています。

108
80
87

(10)
外部専門家の活用

ＲＥＶＩＣ

○研修実施回数は、本業支援に関連する集合研修及び通信講座の実施状況
としています。また、資格取得者数は各種資格試験等の取得者としています。
（１）研修：目利き力強化、創業支援、事業性評価等
（２）外部研修：全信協、県協会、関信協等
（３）資格取得：中小企業診断士・事業性評価エキスパート・銀行業務検定等

0
0
0

4
11
1

(９)
人材育成

○ 39
取引先の本業支援に関連する研
修等の実施数、研修等への参加
者数、資格取得者数

6
3
9

107
113
120

96
65
83

研修実施回数

0
0
0

○営業エリアは、群馬県内であり全て地元の同一県としています。

群馬県

参加者数 資格取得者数

4/3 3/3

（５）
迅速なサービスの
提供等顧客ニーズ
に基づいたサービ
スの提供

○ 33
運転資金に占める短期融資の割
合

○短期融資は、当座貸越・割引手形・手形貸付等としています。

運転資金額① 短期融資額② ②／①

315
318
218

41
40
53

13.01%
12.57%
24.31%

リスク管理債権額（地域別）

19.61

0.54

17.85延滞債権 17.99 19.16

1.21

3ヶ月以上延滞 0.00 0.00 0.00

2/3

27 リスク管理債権額（地域別）

債権種別(億
円）

貸出条件緩和 1.04 1.09

合計 19.18 20.79

破綻債権 0.14 0.53

○

(３)
本業（企業価値の
向上）支援・企業の
ライフステージに応
じたソリューション
の提供


